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密化された 1 次元加速モデ、ルを用いて、計測された 3 次元放出方向エネルギー分布の (3 次元を球座標にとった場合
の)各動径方向に 1 次元モデ、ルが適用可能かどうかを確認する。そして 1 次元加速モテ、ルにおける、イオンのエネル
ギーから加速静電界強度を評価できる関係式を用いて、各動径方向に対する 3 次元の加速電界空間分布を実験で得た
3 次元運動量分布から評価した。その結果、 1 次元モデ、ルを用いて評価した 3 次元の加速電界空間分布は、実験で得
た、実際の加速電界によって加速されたイオンの最大エネルギーの空間分布と一致しない部分が現れた。これによっ
てイオンの 3 次元運動量分布は 1 次元モデルで、は説明できない加速電界空間分布をもつことが明らかになった。 1 次
元のモデ、ルの適用限界を示し、新たなモデ、ルの構築が必要になるということが本研究によってはじめて明らかにされ
た。
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論文審査の結果の要旨
超高強度レーザーをターゲットに照射すると、電場による電子の振動と磁場とのローレンツ力により電子はレーザ
ーの進行方向に加速される。この電子がターゲットを抜け出る際に、物質と真空境界において強し、静電場ができ、高
速のイオンが発生する。反保君は、電子と高速イオンの同時観測を行い、高速イオンのエネルギーが電子温度だ、けで、
なく電子密度にも依存し、その依存性は等温膨張モデ、ルとよばれる理論の予測と矛盾しないことを示した。さらに、
高速イオンの角度分布についても、各々の方向での等温膨張モデルにより説明できることを示した。この研究は超高
強度レーザーによる高エネルギーイオンの発生機構の理解に新しい知見を与えたものであり、博士(理学)の学位論
文として十分価値のあるものと認める。
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